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研究力強化－特に大学等における研究環境改善の視点から－に関する 

審議について（依頼） 

 政府と、科学者コミュニティを代表し、学術に関する各分野の有識者で構成さ

れている貴会議とが、歩調を合わせて社会の大きな問題に取り組んでいくこと

は、国民の皆様のためになり、また、国際社会における日本のプレゼンスを高め

るためにも重要です。 

貴会議との未来志向の対話の一環として、今般、政府の講ずる施策について、

科学者コミュニティ自身の取組として、現場でどう対応しているのか、また、ど

う対応していくのかを含め、貴会議から施策推進のための具体的な御意見や御

提案をいただきたいと考えています。 

政府と科学者コミュニティが歩調を合わせて取り組む必要がある分野横断的

なテーマとしては、特に大学等における研究環境改善の視点から、研究力の強化

が挙げられます。 

政府においては、研究者が研究に専念できる研究環境を整備するため、貴会議

との意見交換を踏まえ「研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ」(令和２

年１月 23 日総合科学技術・イノベーション会議)を策定し、取組を推進してい



ます。 

 

しかしながら、博士課程学生への経済的支援などはおおむね順調に進展して

いる一方で、 

 ・研究者の研究時間確保 

 ・若手研究者のポストの確保 

 ・博士号取得者のキャリアパス 

については、進捗状況が思わしくないところです。 

 

 つきましては、同パッケージに基づく取組の現状や進捗について俯瞰的な評

価をいただくとともに、アカデミア側から見た我が国全体としてとるべき仕組

みと、アカデミアで行うことができる具体的取組や工夫について御提案をいた

だきたく、下記事項について御検討いただきますようお願いします。 

 

記 

 

１ 研究力向上に資する研究環境改善のための総合的な政策の在り方とそのた

めにアカデミアを始めとする関係者が行うべき具体的方策の検討（特に研究

時間確保など生産性向上のための具体策、国際的な人材流動性や国際化の推

進など） 

 

２ 優れた若手研究者が活躍するための研究環境整備の在り方とそのための具

体的方策（若手研究者のスタートアップ支援や国際的研究ネットワーク構築

支援、環境整備のための支援の方策など） 

 

３ 博士課程進学者増加及び学位取得後の多様で豊かなキャリアパス実現のた

めの取組の在り方と具体的方策（海外の高学歴化や多様なキャリアロールモ

デルに対応した取組、学位を目指すモチベーションを高めるための取組、学位

取得者の多様な雇用形態の実現など） 

 

 

 

 




